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本書は、オハイオ州立大学教授であり、

NοûsやPhilosophical Reviewといった著名な

雑誌でライプニッツ(1646-1716)に関する論

文を発表してきた著者が、以前の説とはま

た異なった刺激的な解釈を提示したもので

ある。なおハルツは、北米ライプニッツ学

会(Leibniz Society of North America)より刊

行されている学術雑誌Leibniz Reviewの編

集委員の地位にある。 

ライプニッツは、厳密な意味で存在する

のは単純実体ないしモナドとそれに内在す

る表象及び欲求のみであると述べている

(G2 270)。モナドは非物質的な実体である

とされ、物体は現象にすぎないとも述べら

れる。そうすると、ライプニッツの立場は

唯心論ないし観念論であるとの印象を受け

る人もいるだろう。しかし他方、ライプニ

ッツは物体に力が内在することを強調して

いる(G2 251)。ライプニッツはたびたび、

マールブランシュの機会原因論を被造物か

ら作用の能力を奪うものとして批判し、物

体ですら自らの力で変化を続けるのだとす

る(G2 257)。このような主張は、物体を心

の内なる観念に過ぎないとするバークリー

の立場と大変異なったものと言わざるを得

ないだろう。このように、ライプニッツは

物体の存在論的身分に関して様々な主張を

なしており、それらを整合的に解釈するこ

とが課題となってきた。 

ハルツは、ライプニッツのテキストが膨

大で多様な主張を含んでおり、いくつかの

主張は端的に両立不可能であると考える。

本書において最も重要で、かつ議論を呼ん

でいる主張は、ライプニッツはこれらの主

張の両立不可能性を意識していた理論多元

論者(theory-pluralist)であり、観念論

(Idealism)と実在論(Realism)という二つの矛

盾する形而上学の体系を仮説として同時に

提示したというものである(第一章 p. 15)。 

 本書は序論を含めた９つの章からなって

いる。以下に、各章を引用しながら観念論

及び実在論の体系をまとめる。観念論によ

れば、表象主体である人間精神はモナドの

一種であり、表象主体が自分以外のモナド

の存在を示すにあたっては神学的議論に頼

らざるを得ないとされる(第二章 p. 49)。モ

ナドはいずれも独立しており、他のモナド

から作用をうけることはない。物体から刺

激を受けて感覚をもったように思えたとし

ても、その感覚は自分自身のモナドから生

じたものにすぎないと考えられるのである。

従って、他のモナドの存在証明は、神の存

在証明及び神の創造の仕方に関する議論に

依存したものとなる。神は表象主体にあら

われた現象に対応したモナドを創造したの

で表象主体は現象からモナドの存在を推し

量ることができる、という仕方でしか他の

モナドの存在を示すことができないのであ
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る。ここで前提とされるのはオプティミス

ムないし最善説である。神は最善の意志を

もち、最善の世界を創造しようとする。表

象主体にあらわれた現象に対応するモナド

が存在しない世界よりもする世界の方が善

い世界であり、それゆえにこの最善世界に

おいては現象に対応したモナドが存在する

のである。このように、観念論においては

他のモナドの存在が込み入った仕方で証明

される。観念論のなかでしばしば強調され

るのは、物体はよく基礎付けられた現象で

あるという主張である(第五章 p. 80)。これ

は、物体は表象主体のうちの現象であるが、

外的対象と何らかの対応関係をもったもの

であると理解することができる。しかし、

外的対象自身は決して表象の内に現れるこ

とはなく、表象主体自身に作用を及ぼして

これを触発することもないのである。観念

論においても、物体を現象に対応したモナ

ドの集合体であると考えることはできる。

ただ集合体は何ら内在的統一性をもたず、

表象主体によって一つのものと恣意的にみ

なされているに過ぎない(第五章 p. 92)。観

念論においてはまた、魂と身体とを備えた

動物は厳密な意味の実体ではない(第八章 

p. 156)。魂（支配的モナド）と身体（多く

の従属的モナドの集合体）は、実際には相

互に独立しており、何ら作用を及ぼしあう

こともないし、実体的な結合関係ももたな

い(第八章 pp. 180-2)。 

 他方実在論によれば、他のモナドの存在

を証明するにあたり神学的議論に頼る必要

はない(第二章 pp. 49-54)。他のモナドの存

在は次のように証明される。眼前に表象さ

れた物体がある。物体は部分をもった複合

体である。複合体があるからには、それを

構成する単純体がなければならない。それ

がモナドである、と。実在論によれば、表

象主体であるモナドは外部からの作用から

全く隔離された孤立的存在者ではない(第

六章 p. 127)。表象主体はむしろ、外部から

の作用を受けることによって、端的に表象

主体の外部に物体が存在すると知ることに

なる。また、モナドの集合体は観念論にお

けるものとは異なった扱いを受けることに

なる。多くのモナドは、表象主体とは独立

に集合体を形成する。従って、人間精神と

いう表象主体が意識的に表象したことのな

い物体が無数に存在することになる。この

ような表象主体から独立して存在する集合

体ないし物体は、それを形成する多くのモ

ナドから派生したさまざまな性質をもつ。

物体のもつ実在性、能動性、力などはこれ

らのモナドがもつ実在性、能動性、力から

派生したものである(第六章 p. 126)。さら

に、魂と身体とを備えた動物は観念論にお

けるものとは異なった存在論的身分をもつ。

実在論においては、動物は不可分で単純な

実体であるとみなされるのである(第八章 

p. 190)。 

 ハルツの解釈は斬新で興味深いが、いく

つかの問題点が見受けられる。第一にハル

ツの提示した実在論においては表象主体で

あるモナドが外界からの作用を受けるとさ
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れているが、ライプニッツは一度としてこ

のような主張を明示的になしてはいない。

これはむしろ、ハルツが実在論に属すると

考えた主張を説明するための仮説である。

しかしライプニッツ自身は神以外の存在者

から独立していることを実体の要件として

何度も挙げている一方で(G4 440, G5 195 

etc.)、外界から作用を受けながら変化を続

けるモナドについては何らの説明も与えて

いないのである。そして、他の被造物の作

用から独立していることが実体の要件であ

るのならば、物体から作用を受け続ける表

象主体は実体ではなくなってしまうことだ

ろう。 

第二に、ハルツに従えばライプニッツは

一つの書簡で（アルノー、デ・フォルダー

といった）相手に告げずに二つの理論を交

互に織り交ぜながら提示していることにな

ってしまう(Appendix p. 207)。このような書

簡の書き方は、読む相手を徒に混乱させる

だけであると言わざるを得ないだろう。ラ

イプニッツがこのような不親切で不誠実な

振る舞いをしていると結論付けるのは可能

な限り避けなければならないのではないか。 

確かに1712年以降のデ・ボス宛書簡におい

ては、ライプニッツは明示的に実体的紐帯

(vinculum substantiale)が存在する場合と存

在しない場合をわけて、二つの異なった枠

組みを提示しようとしている(G2 435-6, 

473-4)。この場合は、ライプニッツの記述

に沿って二つの（論理的には相容れない）

枠組みを理解しようとすることは合理的で

ある。しかし、それ以前に交わされている

デ・フォルダー宛書簡(1699-1706年)などで

はそのような場合わけは提示されていない

のである。 

第三にハルツ自身が認めていることで

あるが、彼はゾフィー・シャルロッテ宛書

簡の一節を観念論にも実在論にも属し得な

いものとして扱ってしまっている(第七章 

p. 151; G7 564)。そこでライプニッツは、物

質の塊(une masse de matière)は無限数の真

の実体の多(une multitude d’une infinité de 

véritables substances)であり、かつよく基礎

付けられた現象(un phénomène bien fondé)で

しかない、という。ハルツによれば、物体

が実体の多であるというのは実在論の主張

で、物体がよく基礎付けられた現象である

とは観念論の主張であり、この箇所ではラ

イプニッツ自身が観念論と実在論を混同し

矛盾を犯しているとされる。しかしこの説

明は、ライプニッツのテキストを矛盾なく

読み解こうというハルツの当初の目論見に

反してしまうのではないだろうか。 

第四にハルツが実在論に属すると考え

ている主張のあるものは、観念論的な立場

に従っても説明することができる。例えば

ハルツは、物体がそれを構成するモナドか

ら派生した実在性(realitas)をもっていると

いう主張は、実在論に属するもので観念論

の体系とは両立不可能だとしている。だが、

物体が精神に依存した存在者であるという

主張と物体が精神から独立した実在性をも

つという主張が整合的に理解されうること
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がドナルド・ラザフォードによって示唆さ

れている。ライプニッツはアルノー宛書簡

で一性と存在が置き換え可能であるものと

しており(G2 97)、実体の集合体の一性がそ

れを一つのものとして表象する精神に依存

したものなのであれば、集合体の存在もま

た精神に依存したものということになるだ

ろう。しかし一方で、ライプニッツは実在

性をあるものにより直接的に要求されるも

のとしている(Rd p. 162; A VI iv 990)。そう

すると、物体ないし集合体の実在性が多く

の外的なモナドに存するという主張も理解

されうる(G2 261-2, 267)。これらのモナドは

集合体の構成員であり、集合体の形成にあ

たりまさに直接的に要求されるからである。

当然のことながら、多くのモナドなしに集

合体を形成するのは不可能である。そして、

集合体の実在性はこれら外的なモナドに存

し、表象主体からは独立しているのである。 

 以上を考慮すると、ハルツの解釈に直ち

に従うのは性急である。確かにダニエル・

ガーバーは、1680年代にライプニッツが魂

と身体とを備えた動物を物体的実体

(substantia corporis, substance corporelle)とし

て認めるか否かについて迷いをみせていた

ことを指摘している(Ga pp. 267-301)。そし

てライプニッツは、もし物体的実体が存在

しないとすれば、物体は現象にすぎないだ

ろうと論じていたという。ライプニッツが

二つの場合をともに考慮していたとすれば、

1680年代における主張のあるものは物体的

実体が存在することを前提としており、他

のものは物体的実体の存在を前提とせず物

体をもっぱら現象として扱っているものと

考えられるかもしれない。しかしそれは、

1700年代以降にライプニッツが整合的な体

系を提示していたと考えることと矛盾はし

ない。1712年以降のデ・ボス宛書簡で語ら

れる実体的紐帯をライプニッツ自身の体系

に組み込むべきか否かという難問は残るが、

我々はライプニッツの後期のテキストを整

合的な体系を提示したものとして解釈する

努力を続けるべきである。 
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